
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 5 月 27 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要：口腔癌組織における制御性 T 細胞の浸潤と予後に関連があるか、免疫組織染

色を用いることにより、統計学的な検索を試みた。その結果、制御性 T 細胞

の細胞密度が増加すると予後が不良になることが明らかになった。 
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研究分野：外科系歯学 
科研費の分科・細目：歯学・外科系歯学 
キーワード：口腔扁平上皮癌 免疫担当細胞 ケモカイン 
 
１．研究開始当初の背景 

癌組織中に免疫担当細胞が浸潤し、癌
免疫に関与することが知られており、浸
潤している免疫担当細胞の種類によっ
て予後と関係がある報告がある。 

 
２．研究の目的 

口腔癌組織中に浸潤している免疫担
当細胞の種類を調べ、予後と相関がある
かを検討する。 

 
 
 
 
 

３．研究の方法 
ヒト口腔癌の切片を用いて、免疫組織

染色を行なうことにより、浸潤細胞の同
定を行なう。また、細胞数と予後との間
に相関があるかを調べる。 

 
 
４．研究成果 
   制御性T細胞の細胞密度が増加すると

予後が不良になることが明らかとなっ
た。 
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